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例　　日

1本書は株式会社シナノによる工場新築工事に伴う宮の上遺跡Ⅴの発掘調査報告書である。

2　事業主体者　株式会社シナノ

3　調査主体者　佐久市教育委員会

4　遺跡名及び発掘調査所在地　宮の上遺跡群　宮の上遺跡Ⅴ (YMMV)

佐久市横和304-1

5　調査担当者　久保　浩一郎

6　本書の編集・執筆は久保が行った。

7　本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　　例

1　遺構の略称は以下のとおりである。

H-　竪穴住居址　　P-　ピット

2　遺構断面図の標高は遺構ごとに統一し、スケールバー上に値を示した。

3　遺構の計測値は以下の値である。

厩4　スクリーントーンの表示は以下のとおりである。

%　地山

黒色処理・石器磨面・焼土範囲

遺構主軸

臆臆　須恵器断面

灰粕

5　遺物の実測図番号と写真番号は対応し、特に記載のないものは縮尺1/4で掲載した。

6　本書で示した方位は真北であり、座標値は世界測地系に準拠している。

7　遺物観察表における( )は推定値を、 [ ]は残存値を示す。

例言
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第I章　発掘調査の経緯

第1節　発掘調査の経緯

宮の上遺跡群宮の上遺跡は、佐久市横和に所在する縄文時代から平安時代までの複合遺跡である。

北側の湯川と南側の千曲川・滑津川に挟まれた東西に長い台地上に位置し、標高679m内外を測る。

今回、遺跡内において株式会社シナノによる社屋新築工事が計画されたため、遺構の確認を目的と

した試掘調査を平成24年11月5日に実施した。その結果、平安時代の竪穴住居址2軒が検出された。

保護協議の結果、遺跡の保存が不可能な建物部分について記録保存を目的とする発掘調査を行うこと

となった。発掘調査は、重機により表土を除去した後、調査区内に4mダ)ッドを設置した。その後

人力により遺構確認面の精査・遺構検出を行い、遺構掘削・写真撮影・実測図作成作業を順次行った。

第2節　調査組織

調査受託者

事　務　局

佐久市教育委員会

社会教育部長

文　化　財　課　長

文化財調査係長

文化財調査係

教育長　土屋盛夫

伊藤明弘(平成24年度)　矢野光宏(平成25年度)

吉澤隆(平成24年度)　三石宗一(平成25年度)

三石宗一(平成24年度)　比田井清美(平成25年度)

須藤隆司　小林眞寿　羽毛田卓也(平成24年度)

冨沢一明　上原学　並木節子(平成24年度)

神津一明　久保浩一郎

嘱　託　職　員　林幸彦

調　査　主　任　佐々木宗昭(平成24年度)　森泉かよ子

調　査　担　当　者　久保浩一郎

調　　査　　員　赤羽根篤　阿部和人　飯塚一男　飯森成英　井出孝子

河原田三男　木内修一　小林妙子　神津千春　坂井一夫

里見理生　高橋章　土屋邦子　中条勝良　橋詰勝子

橋詰信子　林まゆみ　堀籠保子　柳澤孝子

第3節　調査日誌

平成24年12月5日へ

12月7目

12月10日

12月11日へ

12月18日

12月19日へ

12月25日

12月26日一

平成25年へ9月

バックホウにより表土掘削を開始する。

調査区内にグリッド杭を打設。

遺構確認面を精査し、遺構検出作業を行う。

遺構掘削、遺構写真撮影、遺構断面図・平面図作成を順次行う。

調査区内を清掃し、全景写真撮影を行う。

調査区平面図等作成作業を行う。

機材を撤去し、現場作業を終了する。

室内作業開始。遺物洗浄、注記、接合、実測等を順次行う。

報告書を刊行し、すべての作業を終了する。

第4節　遺構・遺物の概要

遺構　　竪穴住居址　2軒(平安時代) 、ピット1基

遺物　　土師器(坪・椀・蛮・蓋・鉢)、須恵器(杯・聾)、灰粕陶器(椀・皿)、石製品(磨石・敲石)、

鉄製品(釘・苧引金具)
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第Ⅱ章　遺跡の位置と環境

第1節　地理的環境

佐久市は長野県中央東端、群馬県に接し四方を山地・台地に囲まれた標高700m程度の盆地内に位

置する。佐久平と呼ばれるこの盆地は、束に荒船山・物見山・寄石山・八風山などを主峰とする佐久

山地、北に浅間山、南に蓼科山・八ヶ岳を望み、その中央には周囲の山々から流れる支流を集めなが

ら千曲川が北流する。

佐久平の地質を外観すると、千曲川により南北に二分される。南側は蓼科・八ヶ岳山麓からの小河

川により形成された小規模な扇状地及び千曲川の沖積低地が広がり、河床轢層と沖積粘土層が主体と

なる。一方北側は浅間山麓の緩やかな台地で、浅間山の火山噴出物である第一軽石流が厚く堆積して

いる。この堆積物が河川の浸食をうけて形成された浸食谷、いわゆる「田切り地形」が特徴的に発達

している。

宮の上遺跡は佐久平のほぼ中央に位置する佐久市横和に所在する。浅間山麓から延びる台地の南端

部にあたり、佐久市街地を西流する湯川が軽石流の台地を浸食して形成した河岸段丘上に位置する。

標高約680mの段丘は、北側には湯月上　南側には千曲川・滑津川が西流し、河川との比高差は20へ

30mを測る。当該段丘上は軽石流上に軽石流二次堆積物である砂礫層、いわゆる“湯川層’’が堆積

しており、宮の上遺跡もこの砂礫層を基盤層としている。

第1図　宮の上遺跡V位置図
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第2節　歴史的環境

ここでは宮の上遺跡周辺の発掘調査成果から、歴史的環境を概観したい。第2図に周辺遺跡を示し

たが、遺跡範囲は発掘調査地点を示しており、包蔵地範囲とは異なる。

本遺跡周辺の台地は、約13,000年前の浅間軽石流及び軽石流二次堆積物により構成されているた

め、旧石器時代の遺跡は皆無である。縄文時代の遺跡も希薄であり、遺物が散見される程度で集落跡

などは発見されていない。しかし寺畑遺跡(4)からは佐久市内で唯一、縄文時代草創期の爪形文土

器片が出土しており注目される。弥生時代中期後半になると本格的な居住が認められるようになり、

湯川沿岸部では遺跡が急増する。特に西一里塚遺跡(20)から岩村田遺跡群(27)一帯は住居が密

集しており、地域の拠点を成すような大集落が存在したと考えられる。古墳時代になると集落は一時

減少するが、中期後半以降再び増加に転じる。このころ台地上に古墳が築かれるようになり、北西の

久保古墳群からは多量の形象埴輪が、束一本柳古墳からは金銅製の馬具が出土している。奈良・平安

時代においても弥生・古墳時代と同様の地点に集落が営まれ、岩村田遺跡群(27)では300棟以上

の住居が発見されている。湯川左岸でも、本遺跡のほか、根々井芝宮遺跡(2) 、寺畑遺跡(4) 、

仲田遺跡(5) 、今井西原遺跡(11) 、下原遺跡(12)などで住居址が確認されており、広く集落

が営まれていたことがわかる。仲田遺跡では白銅鏡(花井双蝶八花鏡)や「寺」の文字が墨書された

土器など、寺院の存在を示唆するような遺物が出土している。本遺跡では、過去4次の調査が行われ

ており、平安時代の竪穴住居址や掘立柱建物址などが検出されている(第4図) 。中世では湯川佑岸

に根々井氏館跡(18) 、根々井束原館跡(23) 、滑津l「佑岸には深堀城跡(8)や今井城跡(13)

などの城館跡が存在する。

第2図　宮の上遺跡周辺遺跡分布図
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遺物のみ確認されている時期　　　　　　　発掘調査等で遺構・遺物が確認されている時期

第1表　宮の上遺跡周辺遺跡消長表

第3節　基本層序

本調査区は湯川の河岸段丘上に位置し、佐久市北部一帯を被覆する浅間第一軽石流の二次堆積物が

地山となる。本調査で確認された上層を以下のIへⅤ層に大別する。

I層　褐灰色を呈する耕作土である。

Ⅱ層　灰褐色を呈する旧表土である。 Ⅱ層上面か

ら南北方向に延びる溝状の撹乱が認められ

る。

Ⅲ層　灰褐色を呈する客土である。

Ⅳ層　明黄褐色を呈する砂質土であり、浅間第一

軽石流の二次堆積により形成されたと考え

られる地山である。 Ⅳ層上面で遺構が確認

できる。

V層　明黄褐色を呈する砂である。

679, 5m
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第3図　基本層序模式図



第4図　宮の上遺跡調査区位置図
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第5図　宮の上遺跡V発掘調査区
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第Ⅲ章　遺構と遺物

Hl号住居址調査区中央に位置し、南北5・16m、東西5・30m、床面積25・8正を測る方形の住居

址であるo主軸はN鵜lO -Wで、ほぼ南北方向である。検出面から床面までは30cm程度で、埋土は

にぷい黄褐色を呈する自然堆積土である。床面は全面が硬質で、壁溝は認められず、側壁はほぼ垂直

に立ち上がる。床面は焼土ブロックや炭化物を含む灰黄褐色土(14)層により形成されるが、 14層

下位には一部が硬化した黒褐色土(19)層が認められる。また14層下位に一部壁溝が検出されるこ

とから、床の張り替えが行われたと考えられる。住居内では掘方を含め9基のピットが検出された。

主柱穴ぽlへP4の4基で、南側のP3.P4は側壁に接しているo北東隅に位置するP5からは、須

恵器杯(8) 、土師器杯(31) ・椀(37) 、土師器小型蛮(17)などが出土した。

カマドは北側中央に配置される。大部分が畝状の溝に破壊されており、西側袖部が一部残存するの

みである。袖部は粘質のシルト質土と自然礫で構築されている。

遺物は須恵器杯・護、土師器杯・椀・襲・鉢、鉄製品の釘・苧引金具が出土した(第7図1へ46)。

食膳具である杯が多く、中でも内面黒色処理が施された土師器が主体となる。

O S二1 :80　　2m

岬、¥-一一〇園丁一　　　　二、‾〉 ‾　臆一〇　」　　　　　_　　　臆〇二、-¥∴/　　、‾‾一一‾十一‾-」　⊥　　　¥‾「、二ゝふく

∴　　　臆/

1.にぷい黄褐色土(10YR4/3)

l.黒色土(10YR2/3)

3.黒色土(10YR2/1)

4.にぷい黄褐色シルト質土(10YR4/3)

5.明黄褐色シルト質土(5YR5/8)

6.にぷい赤褐色シルト質土(5YR5/3)

7.暗褐色上(10YR3/3)

8.暗褐色砂質土(10YR3/3)

9.黒褐色土(10YR3/2)

10.にぷい黄橙色土

11.黒褐色土(10YR3/2)

12.橙色シルト(5YR6/6)

13.黒褐色土(10YR3/1)

14.灰黄褐色土(10YR4/2)

15.にぷい黄褐色砂(10YR5/3)

16.黒褐色土(10YR3/1)

17.黒褐色土(10YR3/2)

18.明黄褐色砂質土(10YR6/6)

19.黒褐色土(10YR3/1)

20.黒色土(10YR2/1)

21.にぷい黄褐色砂(10YR5/3)

22.黒褐色砂質土(10YR3/2)

A’　　　c　43　2　56　C,

閣閣
B,　　上9P710 J,

閣

D P「 D, E P2　±　F P3　F,　G P告。旦

画題回国
第6図　Hl号住居址遺構実測図
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⑪1へ2c皿の円・角礫少量含む。

焼土・炭化物多量含む。

やや締まる。

黒色土少量含む。

⑪ 1~2c皿の円礫少量含む。

やや締まる。

⑪1へ2c皿の円礫少量含む

Ⅴ層砂少量含む。

Ⅴ層砂多量含む。

Ⅳ層土少量含む。

黒褐色土ブロック少量含む。

IⅤ層土少量含む。

黒褐色土少量含む。

Ⅴ層砂少量含む。

Ⅳ層土ブロック多量、

焼土ブロック・炭化物粒少量含む。

Ⅳ層土・ ㊥1へ2c皿の円礫少量含む。

① 1~2cmの円礫少量含む。

砂多量含む。

焼土ブロック少量含む。

Ⅳ層土ブロック少量含む。
一部固く締まる。

締り弱い。

黒色土ブロック多量含む。

V層砂多量含む。

旦毅H
胴　　一

P8

〇、〇〇 、-一〇・一←-

標高678.8m

O S=1 :80　　2m
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1へ9は須恵器である。 1へ8は杯で、底部は小さく、体部は直線的に立上る。底部はすべて回転

糸切りが用いられ、未調整である。げれも焼成は不良でにぷい黄橙色一褐灰色を呈する。 9は耳は

残存していないが凸帯文付四耳壷の肩部と考えられる。外面にタタキ目が認められ、焼成は不良でに

ぷい黄褐色を呈する。

10へ43は土師器である。 10へ15は坪で、外面はロクロナデが施され、底部はすべて回転糸切りで

未調整である。内面はロクロナデが施されるものとミガキが施されるものがあり、 15は放射状の暗

文が施される。 16へ18は聾である。 16は口縁部にココナチ体部外面にヘラケズリが施されるいわ

ゆる武蔵蜜である。 17・ 18はロクロ蜜で、 17は底部回転糸切り後不定方向のナデが施される。また

外面底部脇の一部にヘラケズl」も施される。 18は器壁が厚く、体部外面には縦方向のヘラケズリが

施される。

19へ43は内面黒色処理が施された土師器である。 19へ36は杯で、いずれも外面はロクロナチ内

面はミガキが施される。ミガキは見込みから体部にかけては放射状に、口縁部は横方向に施される。

底部はすべて回転糸切りで、 25・26のみ底部脇をヘラケズリにより調整する。 37へ40は椀で、調整

は杯同様であり、底部外面の高台内には回転糸切り痕を留める。 41は鉢である。 42・43は杯ないし

椀で、外面に墨書が認められる。

44へ46は鉄製品である。 44・45は角釘である。 46は苧引金具である。

これらの遺物から、 Hl号住居址は9世紀後半の所産と考えられる。

H2号住居址　調査区南側に位置し、南北2.79m、東西3・19m、床面積8・4誼を測る方形の住居址

である。南東部は撹乱により一部削平されている。　主軸はN-3○　○Eで、ほぼ南北方向である。

検出面から床面までは40cm程度で、埋土は黒褐色砂質土の自然堆積土である。床面はやや硬質であ

る。壁溝は認められず、側壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピットは2基認められるが、柱穴は確認でき

なかった。カマドは北側中央に配置される。煙道および天井部は崩落しており、袖の一部が依存する

のみである。袖部はシルト質土と自然礫で構築されている。

遺物は須恵器杯、土師器杯・蓋・椀・蛮・鉢、灰粕陶器碗・皿、石器が出土した(第8図47へ67)。

47へ49は須恵器の杯である。底部は小さく、体部は直線的に立上る。 49はやや深い。いずれも外

面底部は回転糸切りで、未調整である。

50へ62は土師器である。 50 ・ 51は坪で、須恵器同様体部は直線的に立上る。外面底部は回転糸切

りで、未調整である。 51は内面に放射状の暗文が施され、外面には「良」と考えられる墨書が認め

られる。 52へ55は護で、いずれも内外面にロクロナデが施されるロクロ蜜である。 56へ61は内面黒

色処理が施された土師器である。 56へ58は杯で、いずれも外面はロクロナチ　内面はミガキが施さ

れる。ミガキは見込みから体部にかけては放射状に、口縁部は横方向に施される。底部はすべて回転

糸切りで、未調整である。 59・60は椀で、調整は杯同様である。 59の外面には「志」の墨書が施さ

れる。 60の高台は外面中央が稜をなし、内面は内湾し端部が尖る断面三日月形を呈する。高台内に

は回転糸切り痕を留める。体部は内湾気味に立上り、口縁部はわずかに外反する。 61は鉢、 62は蓋

である。

63へ65は灰紬陶器である。 63・64は椀で、体部の張りは弱く、口縁部がわずかに外反する。体部

内外面にハケ塗りにより灰粕が施される。 64の高台は断面三日月状を呈する。 65は皿で、断面三日

月状の高台から直線的に開いて立上る。体部内外面にハケ塗りにより灰粕が施される。

66・67は石器である。 66は敲石で、上部を欠損している。 67は磨石である。

これらの遺物から、 H2号住居址は9世紀後半の所産と考えられる。

Pl　調査区南側、 H2号住居址の西側に位置する。長軸0.29m、短軸0.26m、深さ0.27mを測る

円形のピットである。埋土は黒色を呈し、地山であるⅣ層土を少量含む自然堆積土である。遺物は出

土しなかった。帰属時期及びその性格は不明である。

ー8-
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C C,　D

国書圏囲
<1　　　　　　0　　S二1 :80　　　2m

1.黒褐色砂質土(10YR3/2)　①1~2cl皿の円・角礫少量含む。

2.黒褐色砂質土(10YR3/2)　焼土ブロック少量含む。

3.黒褐色砂質土(10YR3/2)　焼土・粘土ブロック多量含む。

4.黒褐色土(10YR3/1)　　　Ⅳ層十ブロック少量含む。

5,黒褐色砂質土(10YR3/1)　Ⅳ層土少量含む。

ノ 一/

i

D,　　E E’
‾　　P2　　‾

5

園回書回国

_蓋_㊧

患園
L黒色土(10YR2/1)

Ⅳ層土少量含む。

標高679. 2m

O S二1 :80　　　2m

子　　　　　　　:　星含量星豊里

6.黒褐色土(10YR3/1)　　　　焼土ブロック少量含む。

7.橙色粘質上(7, 5YR6/6)　　　固く締まる。

8.明赤褐色シルト質土(5YR5/8)黒褐色士少量含む。締まる。

9,黒色土(10YR2/1)　　　　　Ⅳ層土少量含む。

10.黒褐色十(10YR3/1)　　　　Ⅳ層土・ Ⅴ層砂少量含む。

/弔

第8図　H2号住居址遺構・遺物実測図　Pl遺構実測図
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番号 1 凅�����������?｢�囘�|｢�6ﾒ��剪ｲ整・文様 剩�l 犬、 須恵器 須恵器 僭B�口径 12 �.ｨﾆ��器高 3.9 3.9 �>�l｢�8ﾘ4�8ﾘ6�6b�8ﾘ4�8ﾘ6�6b�外面 

2 剋m不 偵���"絣�6.0 劍8ﾘ4�8ﾘ6�6�����5ﾘ鏈��.��里 
ロクロナデ回転糸切り ロクロナチ回転糸切り 

3 4 5 ��ｸﾆ(ｮﾒ��ｹV94��〕不 杯 事不 杯 事不 ��2�����2縒����"紕����2綯���2���6.2 �2縒�ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 剴煌O面八、、斑 

ハノじ小石育 須恵器 循古田 剴r���R縒�R纈�コ綯��4.0 3.3 3.5 3.8 刄鴻Nロナチ　回転糸切り ��

6 7 劔劍8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.�� 劣、ノDヽ有声 ク百雷口口 劔刄鴻Nロナチ　回転糸切り ����f�冉��

珍、ノ山、石旨 劔刄鴻Nロナチ回転糸切り ロクロナチ回転糸切り 　タタキ 

8 ��ｸﾆ(ｮﾒ�〕不 ��2纈�5.5 釘���ロクロナデ �!二重星星二二二害害葵 

9 10 ��ｸﾆ(ｮﾒ�7倡Hｮﾒ�‾二をニー 盛 土不 茶�"�"��(5.8) 糞��縉ﾒ�B綯�ココナデ � 
凸帯付四耳壷 

ロ　ロ　デ �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.��8ﾘ4�8ﾘ6�6���5ﾘ鏈��.��8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.��8ﾘ4�8ﾘ6�6���5ﾘ鏈��.��8ﾘ4�8ﾘ6�6���5ﾘ鏈��.�� 
11 �7倡Hｮﾒ�杯 ��"綯�6,1 釘絣�ロクロナチ　ロ縁ミガキ 刳Q!星!!!!!!星害害容器 

12 �7倡Hｮﾒ�士不 茶�"繧��5.6 釘紕�ロクロナデ 刳Q二星二二星害害登園 

13 �7倡Hｮﾒ�杯 ��"縒�6.0 釘�2�ロクロナデ �!!!重量含量害害害葵 

14 15 �7倡Hｮﾒ�7倡Hｮﾒ�〕不 〕不 茶�B縒����"繧��6.3 6.9 釘繧�B���ロクロナデ � 

ロクロ　デー→ミ、 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.����ﾏｸ傀8�5(6�6h��� 

16 �7倡Hｮﾒ�蛮 ��2�2�- 糞��縉ﾒ�口縁ココナデ、 � 

体部へラナデ ��ﾉYH-h8�5�5�8｢�
17 �7倡Hｮﾒ�護 ��ｲ�6.6 糞偵Eﾒ�ロクロナデ �8ﾘ4�8ﾘ6�6���5ﾘ鏈��.����.ｩYH､�ﾈ5�5�8｢�8ﾘ4�8ﾘ6�6h��5�5�8｢�8ﾘ4�8ﾘ6�6���5ﾘ鏈��.��8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.��8ﾘ4�8ﾘ6�6���5ﾘ鏈��.��8ﾘ4�8ﾘ6�6���5ﾘ鏈��.��8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.�� 

18 �7倡Hｮﾒ�蛮 �｢�- 糞��縉ﾒ�ロクロナデ � 

19 �7倡Hｮﾒ�杯 茶�"綯��5.2 釘���ミガキ→黒色処理 � 

20 �7倡Hｮﾒ�杯 ��2縒�5.1 釘綯�ミガキ→黒色処理 � 

21 �7倡Hｮﾒ�杯 茶�"繧��(5.2) �2絣�ミガキ→黒色処理 � 

22 �7倡Hｮﾒ�杯 茶�"繧��(6.8) �2繧�ミガキ→黒色処理 � 

23 �7倡Hｮﾒ�杯 ��2纈�5.4 釘���ミガキ→黒色処理 � 

24 �7倡Hｮﾒ�杯 ��R���5.4 釘綯�ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.�� 

25 �7倡Hｮﾒ�〕不 ��2���5.8 釘�"�ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.������.ｩYH､�ﾈ5�5�8｢� 

26 �7倡Hｮﾒ�杯 茶�"�"��(4.6) 釘絣�ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.����.ｩYH､�ﾈ5�5�8ｨ��ﾏｸ傚YH7�4ｸ4ﾂ� 

27 �7倡Hｮﾒ�巧 茶�"繧��4.6 釘紕�ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.�� 

28 �7倡Hｮﾒ�杯 茶�2�2��4.8 釘�2�ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.�� 

29 �7倡Hｮﾒ�士不 茶�2����(5.6) 釘�"�ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.�� 

30 �7倡Hｮﾒ�士不 茶�2紕��6.4 釘���ロクロナデ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.�� 

31 �7倡Hｮﾒ�〕不 ��"繧�6.3 釘�"�ロクロナデ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.�� 

32 �7倡Hｮﾒ�士不 茶�"縒��5.7 釘紕�ロクロナデ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.�� 

33 �7倡Hｮﾒ�士不 茶�2紕��6.7 釘繧�ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.�� 

34 �7倡Hｮﾒ�杯 ��2纈�6.0 釘縒�ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.�� 

35 �7倡Hｮﾒ�士不 茶�B繧��6.0 釘繧�ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.�� 

36 �7倡Hｮﾒ�〕不 茶�B�"��(6.6) 迭�"�ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6�����5ﾘ鏈��.�� 

37 �7倡Hｮﾒ�椀 ��B絣�6.8 迭絣�ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.�� 

38 �7倡Hｮﾒ�椀 ��B縒�7.8 迭紕�ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.��付高台 

39 �7倡Hｮﾒ�椀 茶�B繧��(7.6) 迭繧�ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.��付高台 付高台 

40 �7倡Hｮﾒ�椀 茶�B綯��6.6 澱���ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘ鏈��.��

4l �7倡Hｮﾘ��Jｲ�茶�ゅb��ー 糞r纒ﾒ�ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6b� 

42 �7倡Hｮﾒ�士不 ��ｲ�ー 糞"縉ﾒ�ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6b�外面墨書 

43 �7倡Hｮﾒ�士不 ��ｲ�ー 糞"絛ﾒ�ミガキ→黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6b�外面墨書 

番号 舒ﾘ霻�囘�|｢�6ﾒ�����������������������������������?��

長さ 兀ﾒ�厚さ 偬I|ｨ��������������������OXﾖﾂ�

44 乂�4"�糞r縉ﾒ�[0.6] 糞�綟ﾒ�[10.7] 

45 乂�4"�糞2絋ﾒ�[0.5] 糞�絛ﾒ�[1.9] 

46 �)x処ｾ��唐�"�[2.8] ���2�[14.5] 

第2表　Hl号住居址遺物観察表
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番号 偃ﾙ}��器種 囘�|｢�6ﾒ��剪ｲ整・文様 劔OXﾖﾂ�
口径 �.ｨﾆ��器高 �>�l｢�8ﾘ4�8ﾘ6�6b�8ﾘ4�8ﾘ6�6b�8ﾘ4�8ﾘ6�6b�8ﾘ4�8ﾘ6�6b�7�4ｸ4ﾂ�9[b�����､�｢�8ﾘ4�8ﾘ6�6���5ﾘ鏈��.��

須恵器 /百舌日日 ��(13.2) (13.4) (12.8) 13.6 13.9 茶b����ゴｒ�3.7 3.8 48 47 剳s 士 劔刄鴻Nロナデ、回転糸切り ��

48 49 50 51 52 53 �(��願��tﾈﾋ���9�88ﾘ8ﾒ�不 十 �(5.6) 5.7 7.1 劔ロクロナチ　回転糸切り ��

突、ノじ小石古 　口ロ 儻2�ﾔｲ��3.4 3.6 [4.2] [64] 劍8ﾘ4�8ﾘ6�6�����5ﾘ鏈��.��付高台 

土師奄 土師器 土師器 土師器 土師器 儻2�GB��ﾘ蜥�劔�8ﾘ4�8ﾘ6�6�����5ﾘ鏈��.��墨書「良」? 

ナデ 刄鴻Nロナデ ��事主 要 聾 ��ｲ�一 刄鴻Nロナデ 刄鴻Nロナデ ��

54 劍�ｲ�ー 糞r縉ﾒ�ロクロナデ 凵@ロクロナデ 　ロクロナデ ロクロナデ、回転糸切り ��

55 �7倡Hｮﾒ�蛮 茶#�繧��ー 糞b繞ﾒ�ナデ 劔F(�ｨ�ｨ�｢�

56 �7倡Hｮﾒ�ﾉ7倡Hｮﾒ�ﾉ7倡Hｮﾒ�杯 !杯 「申 ��2�"���B������C���6.3 (6.0) 53 釘紕�2綯�CB�ミガキ→黒色几理 剪�

57 58 劔刄~ガキ→黒色処理 刄鴻Nロナデ、回転糸切り ��

ミガキ→黒色処理 刄鴻Nロナデ、回転糸切り ��

59 �7倡Hｮﾒ�椀 茶�B繧��6.8 迭纈�ミガキ→黒色処理 刄鴻Nロナデ、回転糸切り 儻Hﾘ)�B�f顋��X躪�b�

60 61 �+Y7倡Hｮﾒ��7倡Hｮﾒ�l椀 i鉢 鳴��2�2����)7.3 i 澱���ミガキ→黒色処理 刄鴻Nロナテ、回転糸切り 儻Hﾏﾉ�B�

[8.5] �7�4ｸ4ﾈ�異Y�h�yﾒ��8ﾘ4�8ﾘ6�6b� 

62 63 ���7倡Hｮﾒ�ﾈ､I-ｹ:舒ﾒ�芸 �｢�l2.6 i 糞"�%ﾒ�ミガキ→黒色処理 刄鴻Nロナデ、ケスリ ��【⊥⊥」 椀 茶�R����糞2絛ﾒ�ロクロナデ→施粕 刄鴻Nロナデ、施紬 ��

64 丶III:舒ﾒ�椀 茶�b紕��(7.0) 迭���ロクロナデ→施袖　口クロナデ謹転糸切り、 劔WHﾘ)�B�

65 丶III:舒ﾒ�皿 茶�R繧��(7.6) �2�2�ロクロナデ→施粕 刄鴻Nロナデ、回転糸切り、 　　施粕 儻Hﾘ)�B�

番号 舒ﾘ霻�囘�|｢�8萪��劔OXﾖﾂ�
長さ 兀ﾒ�厚さ 偬I|｢�

66 吁����糞�2綟ﾒ�[5.9] 糞b��ﾒ�[665.3] ��9YHﾈy���

67 冑����湯���9.2 迭絣�726.1 ��

第3表　H2号住居址遺物観察表
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